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「
京
」で
は
な
く

「
平
安
京
」の
時
代

　

東
京
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
の
大
都
市
は

日
々
刻
々
と
そ
の
姿
を
変
え
、
同
じ
風
景
を
再

び
見
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
。
今
か
ら
1
2
0
0

年
以
上
前
に
造
ら
れ
た
平
安
京
も
7
9
4
年

に
遷
都
し
て
以
降
、
現
代
と
同
等
の
速
度
で
は

な
い
が
、
常
に
都
市
と
し
て
の
か
た
ち
や
機
能

を
変
え
続
け
て
い
た
。

　

こ
の
変
化
は
、
長
く
平
安
京
の
発
掘
調
査

に
携
わ
っ
て
き
た
研
究
者
の
論ろ

ん

攷こ
う

に
「
歴
史
教

科
書
の
挿
図
に
あ
る
よ
う
な
整
然
と
し
た
方
形

の
平
安
京
は
、
歴
史
上
、
実
在
し
た
こ
と
は
な

い
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る

（
山
本 

2
0
1
0
）。
古
代
か
ら
近
世
の
終
焉
ま

で
お
よ
そ
千
年
に
わ
た
り
永
く
使
わ
れ
続
け
た

都
市
は
、
歴
史
の
趨
勢
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き

続
け
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
平
安
京
へ

の
遷
都
を
実
現
さ
せ
た
桓
武
天
皇
（
7
3
7
〜

8
0
6
：
図
1
）
に
つい
て
述
べ
て
い
こ
う
。

平
城
京
か
ら
長
岡
京
へ

　

桓
武
天
皇
は
7
3
7
年
生
ま
れ
だ
が
、
こ
の

年
は
天
然
痘
あ
る
い
は
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な

疫
病
が
国
中
に
ま
ん
延
し
た
年
で
あ
る
。
藤
原

不
比
等
の
子
で
大
臣
な
ど
を
勤
め
た
「
藤
原
四

兄
弟
」
が
相
次
い
で
没
し
た
年
で
も
あ
る
。
こ
の

3
年
後
に
国
分
寺
建
立
の
詔
が
発
せ
ら
れ
、

10
年
後
の
7
4
7
年
に
は
奈
良
東
大
寺
で
大

仏
鋳
造
が
始
ま
る
。

　

こ
の
間
、
聖
武
天
皇
は
都
を
転
々
と
遷
し

（
図
2
参
照
）、
大
仏
の
完
成
を
目
に
す
る
こ

と
な
く
没
し
た
。皇
位
を
継
い
だ
孝
謙（
称
徳
）

天
皇
、
淳
仁
天
皇
、
光
仁
天
皇
と
も
在
位
期

間
は
短
く
、
在
位
中
に
は
自
然
災
害
や
天
候

不
順
、
疫
病
の
流
行
、
政
変
や
内
乱
、
蝦
夷

の
反
乱
な
ど
が
相
次
い
だ
。

　

7
8
1
年
、44
歳
で
桓
武
天
皇
が
即
位
す
る
。

称
徳
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
「
天
武
―
草
壁
―
文

武
―
聖
武
―
称
徳
」
と
い
う
天
武
直
系
継
承
は

途
絶
え
、
天
智
系
の
桓
武
天
皇
が
復
活
す
る
こ

と
と
な
っ
た
（
図
3
参
照
）。
即
位
後
ほ
ど
な
く

ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
の
氷ひ

が
み
の
か
わ
つ
ぐ

上
川
継
の
変
が
起
き

る
。
こ
の
変
は
桓
武
天
皇
を
廃
し
て
、
父
母
共

に
天
武
系
に
つ
な
が
る
川
継
を
皇
位
に
付
け
よ
う

と
し
た
陰
謀
と
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
に
は
諸
説

あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
桓
武
天
皇
の
母
で
あ
る

高た
か
の
の野

新に
い
が
さ笠

が
百く

だ
ら済

系
渡
来
氏
族
出
身
で
あ
る
こ

と
が
遠
因
と
の
説
も
あ
り
、
天
皇
へ
の
求
心
力
を

高
め
る
た
め
、
ま
た
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
の
た

め
、
こ
の
変
を
桓
武
天
皇
側
が
仕
組
ん
だ
と
い
う

説
も
あ
る
。
さ
ら
に
ヤ
マ
ト
王
権
成
立
以
来
、
平

城
京
周
辺
に
勢
力
を
有
す
る
豪
族
や
政
権
と
の
深

い
関
わ
り
の
あ
る
寺
院
勢
力
な
ど
と
の
分
離
分
断

を
目
的
と
し
て
、
平
城
京
か
ら
長
岡
京
（
京
都

市
向
日
市
ほ
か
）
への
遷
都
を
急
い
だ
。

　

こ
の
頃
、
畿
内
の
渡
来
系
氏
族
は
、
淀
川
水

系
の
河
内
国
交
野
周
辺
を
勢
力
範
囲
と
し
て
い

た
。
桓
武
天
皇
の
母
方
の
百く

だ
ら
の
こ
に
き
し
う
じ

済
王
氏 

一 

族
も
こ

の
周
辺
に
勢
力
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
新
た
に

都
を
配
置
す
る
長
岡
の
地
や
後
に
平
安
京
が
造

営
さ
れ
る
山
城
の
地
は
渡
来
系
氏
族
の
秦は

た

氏し

が

勢
力
を
有
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。

　

7
8
4
年
、
桓
武
天
皇
は
秦
氏
と
姻
戚
関
係

に
あ
る
藤ふ

じ
わ
ら
の
た
ね
つ
ぐ

原
種
継
を
造
営
の
陣
頭
指
揮
に
当
た
ら

せ
る
が
、
種
継
は
翌
年
9
月
に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま

う
。
こ
の
事
件
の
首
謀
者
と
さ
れ
た
皇
太
子
・

早さ
わ
ら
の
し
ん
の
う

良
親
王（
桓
武
天
皇
の
同
母
弟
）は
幽
閉
さ
れ
、

食
事
を
絶
ち
無
罪
を
主
張
す
る
中
で
絶
命
、
遺

骸
は
罪
人
と
し
て
移
送
先
の
淡
路
島
（
兵
庫
県
）

図２　都の変遷（下野市教育委員会事務局文化財課『東の飛鳥』より）

図３　桓武天皇関係系図（『日本史通覧』を元に作成）

図
１　

桓
武
天
皇
像（
模
本
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）

大
蘇
芳
年「
皇
国
二
十
四
功 

贈
正一位
菅
原
道
真
公
」（『
あ
づ
ま
に
し
き
ゑ
』明
治
14
年
、国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
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不
安
定
だ
か
ら

「
平
安
」
を
祈
っ
た
時
代

　
現
在
、N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で
紫
式
部
の
生
涯
を
描
い
た「
光
る
君
へ
」が
放
映
さ
れ
て

い
る
。主
人
公
の
紫
式
部
と
彼
女
が
生
き
た
平
安
時
代
に
関
す
る
本
が
売
れ
て
い
る
が
、

紫
式
部
が
生
き
た
平
安
時
代
は
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
決
し
て
き
ら
び
や

か
で
は
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な「
不
安
定
」な
気
配
に
満
ち
て
い
た
。で
は
、平
安
時
代
と
は

い
っ
た
い
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 
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に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
件
か
ら
3
年
後
の
7
8
8
年
に
は

対
蝦
夷
戦
争
が
激
化
し
、
東
国
の
兵
5
万

2
8
0
0
人
以
上
を
動
員
・
派
兵
す
る
が
、

蝦え

ぞ夷
の
族
長
・
阿あ

て

る

い

弖
流
為
と
の
戦
い
に
敗
れ
る
。

ま
た
こ
の
年
桓
武
天
皇
の
妃
で
後
に
淳

じ
ゅ
ん

和な

天
皇

の
母
と
な
る
藤ふ

じ
わ
ら
の
た
び
こ

原
旅
子
（
百も

も

川か
わ

の
娘
）
が
、

翌
年
12
月
に
は
桓
武
天
皇
の
生
母
・
高
野
新

笠
や
皇
后
・
藤ふ

じ
わ
ら
の
お
と
む
ろ

原
乙
牟
漏
が
続
け
て
死
去
す

る
。
ま
た
、
遅
々
と
し
て
長
岡
京
の
造
営
が

進
ま
な
い
中
で
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
皇

太
子
の
安あ

殿て

親
王
（
平
城
天
皇
）が
病
床
に

伏
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
早
良
親

王
の
祟
り
が
原
因
と
さ
れ
た
。
桓
武
天
皇
は

苦
悩
の
末
、
7
9
3
年
正
月
に
長
岡
京
を
放

棄
、
新
た
な
都
へ
の
遷
都
を
決
意
す
る
。
こ
の

怨
霊
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
新
た
な
都
が
平
安

京
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
平
安
楽
土
」

　

7
9
4
年
10
月
22
日
、
即
位
後
13
年
が
経

っ
た
桓
武
天
皇
は
新
京
に
遷
都
、
怨
霊
の
長
岡

の
地
に
対
し
て
「
新
京
、
葛か

ど

野の

は
良
い
処
で
あ

る
旨
」
の
詔
を
発
す
る
。
こ
の
葛
野
の
地
は
、

先
に
も
述
べ
た
が
渡
来
系
氏
族
の
本
拠
地
で

あ
り
、
新
京
の
造
営
は
渡
来
系
氏
族
の
協
力

の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

7
9
4
年
11
月
8
日
の
詔
に
は
「
こ
の
す

ば
ら
し
い
地
勢
に
因
ん
で
『
山
背
国
』
を
『
山

城
国
』
と
改
め
、
新
た
な
国
号
と
せ
よ
」
と

記
さ
れ
、
ま
た
天
皇
を
慕
い
そ
の
徳
を
称
え
る

人
々
は
異
口
同
辞
に
新
京
を
「
平
安
京
」
と

呼
ん
だ
。
こ
の
こ
と
が
「
平
安
京
」
の
名
の
起

こ
り
と
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
年
正
月
に
行
わ
れ
た
天
皇
と
侍
臣
ら
の
宴

で
は
「
新
京
は
安
楽
で
平
安
京
は
楽
土
で
あ
り
、

い
つ
も
春
の
穏
や
か
さ
を
湛
え
て
い
る
」
と
い
う

合
い
の
手
が
入
っ
た
集
団
に
よ
る
歌
舞
「
踏
歌
」

が
詠
わ
れ
た
。
人
々
の
「
平
安
京
」
や
「
平
安

楽
土
」
の
合
い
の
手
な
ど
は
、
平
安
京
を
肯
定

す
る
た
め
意
図
的
に
呼
称
さ
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
て
い
る
。

怨
霊
を
鎮
め
る

　

平
安
遷
都
が
行
わ
れ
た
7
9
4
年
か
ら
20

年
ほ
ど
遡
る
が
、
7
7
2
年
3
月
、
光こ

う

仁に
ん

天

皇
を
呪じ

ゅ

詛そ

し
た
嫌
疑
に
よ
り
皇
后
・
井
上
内
親

王
と
皇
太
子
・
他お

さ

戸べ

親
王
は
地
位
を
奪
わ
れ
、

翌
年
に
は
代
わ
っ
て
37
歳
の
山や

ま

部べ

親
王
（
後
の
桓

武
天
皇
）
が
皇
太
子
と
な
る
。
2
年
後
の

7
7
5
年
4
月
、
幽
閉
先
で
元
皇
后
と
元
皇

太
子
の
親
子
は
亡
く
な
る
。
こ
の
悲
劇
と
と
も

に
桓
武
天
皇
の
即
位
に
至
る
ま
で
の
権
力
闘
争
に

よ
る
政
変
、
冤
罪
事
件
な
ど
で
多
く
の
者
が
誅

殺
さ
れ
て
お
り
、
怨
み
を
抱
い
た
ま
ま
死
ん
で
い

っ
た
者
た
ち
が
怨
霊
と
な
り
、
新
天
皇
で
あ
る
桓

武
天
皇
を
悩
ま
す
こ
と
と
な
る
。

　

先
に
も
記
し
た
が
桓
武
天
皇
の
子
の
安
殿
親

王
の
心
身
不
調
の
原
因
が
こ
れ
ら
の
怨
霊
の
祟
り

と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
天
皇
・
皇
族
を
は
じ
め
、
天

皇
の
縁
戚
と
し
て
他
氏
を
排
斥
し
実
権
を
握
っ
た

藤
原
氏
は
そ
の
恨
み
か
ら
逃
れ
る
べ
く
、
8
0
0

年
に
故
早
良
親
王
に
「
祟す

道ど
う

天
皇
」
の
号
を
追

尊
、
故
井
上
内
親
王
は
皇
后
に
服
し
、
早
良
親

王
の
命
日
を
「
国
忌
」
と
し
て
い
る
。

疫
病
と
自
然
災
害

　

天
平
文
化
と
共
に
、
唐
や
朝
鮮
半
島
諸
国
か

ら
伝
来
し
た
仏
教
、
陰
陽
の
考
え
方
を
基
礎
に

し
た
儒
教
、
中
国
大
陸
の
民
間
信
仰
に
由
来
す

る
道
教
な
ど
が
広
が
っ
た
。
儒
教
で
は
、
天
帝
が

地
上
統
治
を
最
も
徳
の
高
い
天
子
に
委
任
し
、

天
子
の
徳
が
高
く
良
政
が
行
わ
れ
て
い
る
時
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
吉
事
が
地
上
に
出
現
す
る
が
、
地

震
や
噴
火
、
干
ば
つ
や
多
雨
な
ど
の
自
然
災
害
や

疫
病
な
ど
の
発
生
・
拡
大
は
、
す
べ
て
為
政
者
の

悪
政
に
よ
る
責
務
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

8
0
7
年
末
頃
か
ら
平
安
京
で
は
疫
病
が
流

行
、
翌
年
に
は
京
を
は
じ
め
全
国
で
飢
饉
が
発

生
、
疫
病
は
翌
年
に
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
社
会

的
弱
者
へ
の
救
済
措
置
と
し
て
米
な
ど
と
と
も
に

医
薬
品
が
支
給
さ
れ
、
諸
大
寺
お
よ
び
畿
内
七

道
諸
国
で
は
大だ

い

般は
ん

若な

経き
ょ
う・

仁に
ん

王の
う

経き
ょ
うが

奉
読
さ
れ

た
。

　

貞
観
年
間
（
8
5
9
〜
8
7
7
年
）
に
は
、

諸
国
で
度
々
疫
病
が
大
流
行
し
、
8
6
2
年
の

冬
に
は
呼
吸
器
系
の
疾
患
で
あ
る
「
咳が

い

病び
ょ
う
」
が

西
日
本
か
ら
都
周
辺
で
流
行
し
、
多
く
の
死
者

を
出
し
た
。
さ
ら
に
8
6
5
～
8
6
7
年
に

か
け
て
は
雨
が
多
く
湿
潤
な
年
が
続
き
、
諸
国

で
飢
饉
と
疫
病
が
頻
発
。
親
を
病
気
で
亡
く
し

た
孤
児
た
ち
が
京
中
に
溢
れ
た
た
め
、
そ
の
対

策
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
疫
病
の
リ
ス
ク
を

増
大
さ
せ
た
要
因
と
し
て
、
都
へ
の
人
口
の
増
加

と
集
中
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

　

少
し
遡
る
が
、
7
7
0
年
に
は
「
京
師
四
隅・

畿
内
十
堺
」
で
疫
神
祭
が
行
わ
れ
た
。
平
城
京・

平
安
京
の
よ
う
な
大
規
模
な
都
市
は
継
続
的
な

造
営
と
維
持
の
た
め
、
さ
ら
に
租
税
の
搬
入
や
都

の
警
備
要
員
と
し
て
、
地
方
か
ら
都
市
へ
人
口
が

流
入
す
る
と
共
に
、
疫
病
が
京
内
に
入
り
伝
染

病
が
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
三
代
実
録
』
に
は
「
近
代
以
来
、
疫

病
し
げ
く
発
り
、
死
亡
甚
だ
多
し
。
こ
の
災
い

は
御
霊
の
為
す
と
こ
ろ
な
り
」（
貞
観
5

1
参
照
）。
8
1
8
年
7
月
に
は
相
模・武
蔵・

下
総
・
常
陸
・
上
野
・
下
野
等
の
国
々
で
被
害
。

震
源
は
北
関
東
内
陸
部
、
推
定
の
M
（
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
）
は
7.5
規
模
と
推
定
さ
れ
、
現
在
の
群
馬

県
東
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

8
5
6
年
3
月
に
は
、
都
を
中
心
に
推
定

M
6
～
6.5
規
模
の
地
震
が
発
生
、屋
舎
が
損
壊
、

仏
塔
が
傾
く
被
害
が
発
生
、
8
6
3
年
6
月

に
は
越
中
・
越
後
で
は
山
が
崩
れ
谷
が
埋
ま
り
、

水
湧
き
民
家
が
損
壊
し
て
圧
死
者
多
数
、
直
江

津
（
新
潟
県
上
越
市
）
付
近
の
島
が
壊
滅
。

8
6
8
年
７
月
に
は
推
定
M
7
の
地
震
に
よ

り
、
播
磨
・
山
城
の
諸
地
域
で
役
所
や
諸
寺
院

の
堂
塔
が
倒
壊
。
8
6
9
年
5
月
に
は
、
東

日
本
大
震
災
と
同
ク
ラ
ス
の
M
8.3
の
地
震
が
発

生
。
多
賀
城
（
宮
城
県
多
賀
城
市
）
な
ど
東
北

か
ら
北
関
東
で
被
害
、
さ
ら
に
太
平
洋
沿
岸
で

大
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
多
数
と
な
っ
た
。

　

8
7
8
年
9
月
に
は
、
南
関
東
を
震
源
と

す
る
Ｍ
7.4
の
地
震
が
発
生
し
関
東
諸
国
で
被
害
。

相
模
国
分
寺
・
尼
寺
な
ど
が
倒
壊
。
1
0
9
6

年
11
月
に
は
東
海
沖
を
震
源
と
す
る
推
定
Ｍ

（
8.0
～
8.5
）
規
模
の
地
震
が
発
生
。
畿
内
で
も

平
安
宮
大
極
殿
が
壊
れ
東
寺
の
塔
、
法
成
寺
の

ほ
か
平
安
京
の
寺
々
で
被
害
、
南
都
で
は
東
大
寺

の
鐘
が
落
ち
、
薬
師
寺
の
回
廊
が
損
壊
、
近
江

で
は
瀬
田
橋
が
落
ち
、
津
波
が
伊
勢
・
駿
河
の

沿
岸
を
襲
い
、
駿
河
で
は
4
0
0
軒
以
上
の
社

寺
や
民
家
が
流
失
し
た
。

　

さ
ら
に
地
震
と
共
に
各
地
で
噴
火
が
起
き
各

地
に
被
害
が
及
ん
だ
。
故
早
良
親
王
に
祟
道
天

皇
の
号
を
追
尊
し
た
8
0
0
年
の
富
士
山
噴
火

で
は
、
昼
も
噴
煙
で
暗
く
夜
は
火
花
が
天
を
照

ら
し
、
雷
鳴
が
轟
き
灰
が
雨
の
よ
う
に
降
り
川
は

紅
色
に
変
じ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
8
6
4

年
5
月
の
巨
大
噴
火
で
は
、
溶
岩
流
に
よ
り
富

士
五
湖
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
後
も
9
3
7
年

11
月
、
9
9
9
年
3
月
、
1
0
3
2
年
12
月
、

1
0
8
3
年
4
月
に
噴
火
。
1
1
0
8
年

図４　菅原道真が怨霊となって都にさまざまな災いをもたらす様子を描いた『てんじんき』（巻中、慶長年間［1596〜1615］：国立国会図書館蔵）

表１　古代日本における地震に関する記事（東京大学地震研究所編
　　　（『新収日本地震史料』第1巻掲載データを元に作成）

［
8
6
3
］
年
5
月
20
日
条
）
と
記
さ
れ
、

こ
の
伝
染
病
の
大
流
行
も
怨
霊
の
祟
り
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
疫
病
流
行
の
頃

か
ら
祟
道
天
皇
（
早
良
親
王
）、
伊
予
親
王

と
そ
の
母
で
あ
る
藤ふ

じ

原わ
ら
の

吉 き
っ

子し

（
藤ふ

じ
わ
ら
の原

仲な
か
な
り成

の

陰
謀
に
よ
り
幽
閉
自
殺
）、
藤
原
仲
成
（
薬

子
の
兄
、
平
城
天
皇
の
重

ち
ょ
う

祚そ

を
画
策
し
、
嵯

峨
天
皇
の
軍
に
射
殺
さ
れ
る
）、
橘

た
ち
ば
な
の
は
や
な
り

逸
勢
（
承

和
の
変
）、
文ふ

ん
や
の
み
や
た
ま
ろ

室
宮
田
麻
呂
（
謀
反
の
嫌
疑
で

流
罪
死
去
）
ら
非
業
の
死
を
遂
げ
た
6
人
の

怨
霊
は「
御ご

霊り
ょ
う」と

し
て
鎮
魂
の
対
象
と
な
り
、

血
・
死
・
産
（
出
産
）
の
ケ
ガ
レ
と
モ
ノ
ノ
ケ

の
災
厄
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
神し

ん

泉せ
ん

苑え
ん

（
京
都

市
中
京
区
）
で
御
霊
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

9
0
1
年
正
月
に
は
、
右
大
臣
菅
原
道
真

が
権
力
闘
争
に
敗
北
、
逆
心
あ
り
と
さ
れ
大だ

宰ざ
い
の
ご
ん
の
そ
ち

権
帥
と
し
て
左
遷
さ
れ
没
す
る
。
9
2
3

年
、
皇
太
子
保や

す

明あ
き
ら

親
王
が
病
に
よ
り
夭
折
し

た
こ
と
か
ら
道
真
の
怨
霊
の
仕
業
と
の
噂
が
広

が
り
、
朝
廷
は
道
真
に
右
大
臣
正し

ょ
う

二に

位い

を
贈

り
、
左
遷
の
詔
書
を
破
棄
す
る
。
し
か
し
、

9
2
5
年
、
保
明
親
王
の
遺
児
で
皇
太
子
と

な
っ
た
慶よ

し

頼よ
り

王お
う

は
わ
ず
か
5
歳
で
病
死
す
る
。

ま
た
9
3
0
年
6
月
、
清
涼
殿
に
雷
が
落

ち
大
納
言
藤
原
清き

よ

貫つ
ら

と
右う

中ち
ゅ
う

弁べ
ん

平
た
い
ら
の

希ま
れ

世よ

が

即
死
し
た
こ
と
で
宮
中
は
恐
怖
に
恐
れ
お
の
の

き
（
図
4
参
照
）、
醍
醐
天
皇
も
恐
怖
の
果

て
に
重
病
に
陥
り
崩
御
し
た
。

さ
ら
な
る
恐
怖

　

人
々
が
平
安
を
願
っ
た
8
0
0
年
代
に
は

こ
の
願
い
と
相
反
し
、
疫
病
の
流
行
と
共
に
巨

大
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
た
（
表

818年
（弘仁9） 関東諸国

西暦（和暦） 場　所 記　事 マグニチュード 備　考

山崩れ、谷埋没、洪水、百姓圧死 東国翌年から
3年税免除7.5

京都

出羽

伊豆

出羽

京都

越中・越後

播磨・山城

三陸沿岸

関東諸国

出雲

京都

五畿七道

京都

京都・紀伊

紀伊

京都

山城・大和

山城・大和

幾内東海道

南海道・畿内 興福寺・天王寺被害、土佐で津波、
田千余町海沈

大極殿小破、東大寺巨鐘落下、近江瀬田橋
落ちる。津波伊勢・駿河流出400余

法成寺仏像転倒、大和金剛峯寺堂破壊

東大寺の巨鐘落ちる。京の築地倒壊

法成寺の鐘楼転倒

高野山伽藍・院転倒

内膳司倒壊、高野山伽藍破壊、8月強震

午後2回、京中の築地塀倒壊

民家・官舎倒壊。圧死多数、津波、特に摂津

宮城楼閣、官庁民家損壊

社寺・民家倒壊、破壊

相模・武蔵被害甚大、公私の屋舎
一つも全きなし、東海道不通、余震5～6日

津波多賀城下、溺死千人、発光現象

官舎・寺院の堂塔倒、京都堀倒

直江津付近の小島壊滅

京都及び南の屋舎倒壊。仏塔傾く

国府倒壊、地裂け山崩れ、
津波国府から6里のところまで迫る

死者多数

秋田城損壊圧死者15、傷100余

余震6月まで継続。舎屋潰れ圧死

南海沖

東海沖巨
大地震

南海トラフ関連

相模国分寺
倒壊

東日本大震災と
同規模

山崎断層か

6.5～7.0

7.0～7.5

7.0

7.0

6.0～6.5

7.0

8.3

7.4

7.0

6.4

8.0～8.5

6.0

7.0

6.0～6.5

6.2～6.5

8.0～8.5

8.0～8.3

827年
（天長4）

830年
（天長13）

841年
（承和8）

850年
（嘉祥3）

856年
（斉衡3）

863年
（貞観5）

868年
（貞観10）

869年
（貞観11）

878年
（元慶2）

880年
（元慶4）

881年
（元慶4）

887年
（仁和3）

934年
（承平4）

938年
（天慶元）

1038年
（長暦元）

1041年
（長久2）

1070年
（延久2）

1091年
（寛治5）

1096年
（永長元）

1099年
（康和元）

特集1   平安時代と下野国
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9
月
に
は
浅
間
山
が
大
噴
火
、
平
安
京
で
も

「
爆
発
音
が
聞
こ
え
、東
の
空
が
赤
く
見
え
た
」

こ
と
が『
中

ち
ゅ
う

右ゆ
う

記き

』（
右
大
臣
藤
原
宗
忠
日
記
）

や
『
殿で

ん

暦り
ゃ
く

』（
摂
政
・
関
白
藤
原
忠
実
日
記
）

に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
9
～
11
世
紀
前

半
は
湿
潤
期
で
降
水
量
の
多
い
時
期
が
続
き
、

平
安
京
で
は
鴨
川
が
度
々
氾
濫
を
起
こ
し
た
。

社
会
構
造
の
変
化

　

9
1
4
年
に
三み

善よ
し
の

清き
よ

行ゆ
き

が
提
出
し
た
「
意

見
封
事
十
二
箇
条
」
に
は
、「
奈
良
時
代
の
仏

寺
造
営
で
天
下
の
富
の
五
割
が
、
桓
武
天
皇
の

宮
都
造
営
で
三
割
が
、
仁
明
朝
の
奢
侈
で一
割

が
消
え
、
貞
観
年
間
の
応
天
門
の
修
復
等
で

残
り
の
大
半
が
失
わ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
図
5
参
照
）。
こ
の
頃
に
は
、
調
・
庸
の
粗

悪
化
、
違
期
・
未
進
、
天
皇
・
皇
族
と
そ
の

側
近
の
浪
費
な
ど
に
よ
る
財
源
不
足
が
深
刻

化
し
問
題
と
な
って
い
た
。

　

こ
の
恒
常
的
な
財
源
不
足
の
原
因
は
三
善
清

行
が
記
し
た
ほ
か
に
、
経
常
経
費
で
あ
る
人
件

費
の
増
大
が
要
因
と
想
定
さ
れ
る
。
租
・
調
・

庸
の
税
収
の
う
ち
調
庸
は
官
僚
の
給
与
と
し
て

支
出
さ
れ
た
が
、
奈
良
時
代
前
半
ま
で
の
郡
司

を
除
く
五
位
以
上
の
官
人
は
1
0
0
名
程
度

で
あ
っ
た
が
9
世
紀
後
半
頃
に
は
お
よ
そ
4

倍
に
増
大
、
六
位
以
下
の
官
人
も
同
様
の
増
大

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
臣
や
大
納
言

な
ど
の
員
数
の
増
加
、
皇
族
・
親
王
な
ど
に
対

す
る
手
当
の
増
大
も
そ
の
要
因
と
さ
れ
る
。
桓

武
天
皇
の
子
供
に
は
3
人
の
天
皇
、
11
人
の

親
王
、19
人
の
内
親
王
、2
人
の
臣
下
が
あ
り
、

皇
太
子
の
封
戸
の
倍
増
な
ど
も
含
め
財
源
不

足
の
要
因
と
な
っ
た（
坂
上
2
0
0
1
）。

兵つ
わ
も
の

の
起
こ
り

　

従
来
の
考
え
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

東
国
の
群
盗
や
俘ふ

囚し
ゅ
うの
反
乱
鎮
圧
の
た
め
に
桓
武

天
皇
の
皇
子
・
葛か

ず
ら
は
ら原
親
王
の
第
三
皇
子
で
あ
る

高
見
王
の
子
の
高た

か

望も
ち

王お
う

が
8
8
9
年
に
臣
籍
降

下
し
平
姓
を
賜
り
、
上か

ず
さ
の
す
け

総
介
と
し
て
東
国
に
下

向
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
研

究
で
は
、
高
望
王
の
関
東
下
向
が
群
盗
追
捕
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
確
証
が
な
く
、

上
総
国
に
赴
任
前
の
高
望
王
の
経
歴
に
武
官
的

要
素
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
下
向
後
に
盗

賊
ら
の
追
捕
過
程
で
東
国
の
地
方
豪
族
と
縁
戚

関
係
を
結
び
な
が
ら
軍
事
化
し
武
士
的
要
素
を

備
え
て
いっ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

平
将
門
の
乱
を
平
定
し
た
藤
原
秀

郷
の
祖
で
あ
る
藤
原
北
家
出
身
の
魚う

お

名な

の
五
男
で
秀
郷
の
曽
祖
父
の
藤
成

も
播は

り

磨ま
の

守か
み

、
伊い

勢せ

守の
か
みを
歴
任
し
た
文

官
で
、
武
官
的
要
素
が
な
い
中
で
下

野
国
の
豪
族
鳥
取
氏
と
の
縁
戚
を
結

び
、
土
着
化
し
軍
事
的
要
素
を
備
え

て
いっ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

後
に
武
家
の
棟
梁
と
な
る
源
氏
の

祖
で
あ
る
源
経
基
も
足
立
郡
司
・
武

蔵
武
芝
と
の
争
い
と
な
っ
た
際
、
将
門

が
介
入
し
た
た
め
都
に
逃
亡
し
た
よ

う
に
、
こ
の
時
点
で
は
軍
事
的
要
素

を
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
将
門

の
乱
後
に
西
国
に
派
遣
さ
れ
藤
原
純
友

の
追
捕
次
官
と
な
り
活
躍
し
、
経
基

の
嫡
男
・
満
仲
は
藤
原
道
長
、
藤
原

実
資
と
結
び
つい
て
越
前・武
蔵・摂
津・

常
陸
な
ど
の
国
守
、
左さ

ま
ご
ん
の
か
み

馬
権
頭
な
ど

を
歴
任
。
安
和
の
変
に
も
関
与
し
て
、

秀
郷
の
子
で
あ
る
前
・
相さ

が
み模

介の
す
け

藤
原

千
晴
ら
を
失
脚
に
追
い
込
ん
で
い
る
。

こ
の
満
仲
の
三
男
が
頼
信
で
、

1
0
3
1
年
の
平
忠
常
の
乱
で
は
戦

わ
ず
し
て
忠
常
を
降
し
た
こ
と
で
そ

の
武
名
は
東
国
に
知
れ
渡
り
、
後
に
鎮
守
府

将
軍
と
な
り
、
こ
の
流
れ
を
受
け
て
後
に
子
孫

が
「
源
氏
の
棟
梁
」
と
な
って
い
く
。

変
貌
す
る
平
安
京

　

度
重
な
る
地
震
や
洪
水
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
た
建
物
や
施
設
は
予
算
が
続
く
限
り
修
理

が
行
わ
れ
た
が
、
財
政
逼
迫
の
状
況
か
ら
徐
々

に
放
置
さ
れ
荒
廃
す
る
建
物
も
現
れ
る
。『
今

昔
物
語
集
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
盗
賊
や

妖
怪
が
跋ば

っ

扈こ

す
る
よ
う
な
荒
れ
た
状
況
は
黒

澤
明
『
羅
生
門
』
で
見
事
に
映
像
化
さ
れ
て

い
る
。

　

8
8
5
年
2
月
に
起
き
た
火
災
で
は
3
0
0

余
の
家
が
焼
亡
、
同
年
12
月
の
左
京
二
条
で
は

2
0
0
余
の
家
が
火
災
で
焼
け
出
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
9
1
4
年
5
月
に
は
左
京
一
条
か
ら
二

条
に
か
け
て
「
民
家
6
1
7
戸
」
が
焼
失
。

9
6
0
年
9
月
23
日
に
は
内
裏
の
ほ
ぼ
全
域
が

火
災
に
見
舞
わ
れ
、
累
代
の
宝
物
や
神
霊
鏡
、

太
刀
・
節
刀
・
契
印
・
文
書
類
な
ど
が
灰か

い

燼じ
ん

に

帰
し
た
。
1
0
2
7
年
に
は
千
余
家
が
焼
亡
し
、

ま
た
一
条
天
皇
在
位
中
の
9
9
9
年
か
ら

1
0
0
5
年
の
6
年
間
に
3
回
も
内
裏
が
火

災
に
遭
い
、
仮
の
内
裏
で
あ
る
里
内
裏
を
転
々
と

し
た
。
さ
ら
に
「
太
郎
焼
亡
」
と
も
呼
ば
れ
る

1
1
7
7
年
の
火
災
で
は
大
内
裏
の
多
く
の
建

物
が
焼
失
、
政
庁
で
あ
る
八
省
院
は
再
建
さ
れ

ず
内
裏
の
使
用
形
態
も
変
化
し
て
いっ
た
。

　

10
世
紀
後
半
に
は
平
安
京
の
居
住
区
域
が
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
が
史
料
や
発
掘
調
査
成
果

か
ら
判
明
し
つ
つ
あ
る
。
9
8
2
年
頃
に
慶よ

し

滋
し
げ
の

保や
す
た
ね胤
が
記
し
た
『
池ち

亭て
い

記き

』
に
は
「
予
（
わ
れ
）、

二
十
余
年
よ
り
以
来
（
こ
の
か
た
）、
東
西
二
京

を
歴
（
へ
）
見
る
に
、
西
京
人
家
漸
（
よ
う
や
）

く
稀
（
ま
れ
）
に
し
て
殆
（
ほ
と
ん
）
と
幽
墟

に
畿
（
ち
か
）
し
」「
東
京
四
条
以
北
、
乾
艮

二
方
、
人
人
貴
賤
と
無
く
、
多
く
群
聚
す
る
所

な
り
」
と
記
さ
れ
、
右
京
域
は
居
住
域
と
し
て

使
わ
れ
な
く
な
り
、
逆
に
左
京
域
の
四
条
以
北

は
貴
賤
関
係
な
く
人
々
が
集
住
し
た
よ
う
で
あ

る
。

　

ま
た
貴
族
の
邸
宅
は
「
門
を

比
べ
堂
を
連
ね
、
小
屋
は
壁
を
隔

て
簷の

き

を
接ま

じ

う
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
小
規
模
宅
地
で
あ
る
小
屋
・

町
屋
が
形
成
さ
れ
、
都
市
と
し
て

の
構
造
・
景
観
が
変
貌
し
て
い
く
。

特
に
町
屋
は
二
条
以
北
に
展
開

し
、
9
8
2
年
や
1
0
1
7
年

に
は
左
京
一
条
二
坊
周
辺
で

2
0
0
余
が
焼
亡
し
て
い
る
。

度
重
な
る
火
災
の
後
に
二
条
以
北

に
町
屋
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
都
城
の
身
分
規
則
は
解
体

に
向
か
う
。そ
し
て
11
世
紀
に
は
、

三
条
・
町
、
四
条
・
町
で
住
人
に

よ
る
商
業
、
七
条
・
町
な
ど
で
は

鋳
物
師・鍛
冶
な
ど
の
金
属
加
工
、

細
工
な
ど
の
工
業
が
発
展
す
る
。

　

12
世
紀
初
頭
に
は
白
河
の
地

に
白
河
北
殿
が
造
営
さ
れ
、六
勝
寺
（
白
河
の
地

［
現
・
京
都
市
左
京
区
］
に
建
て
ら
れ
た
6
つ
の

寺
院
を
指
す
）
が
続
々
と
建
立
さ
れ
、
鴨
川
の

東
岸
が
開
発
さ
れ
る
。
平
安
時
代
中
期
ま
で
使

用
さ
れ
な
か
っ
た
鴨
川
の
氾
濫
域
も
治
水
対
策
に

よ
り
居
住
区
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

鴨
川
東
岸
の
六
波
羅
蜜
寺
・
六ろ

く

道ど
う

珍ち
ん

皇の
う

寺じ

・

八
坂
・
清
水
寺
、
大
文
字
焼
き
で
有
名
な
阿あ

弥み

陀だ

ヶが

峰み
ね

の
地
は
「
鳥と

り

部べ

野の

」
と
呼
ば
れ
、
平
安

京
の
葬
地
と
し
て
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
界
と
さ

れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
六
波
羅
に
1
1
1
0

年
、
清
盛
の
祖
父
・
平
正
盛
が
六
波
羅
私
堂
を

建
立
す
る
。
清
盛
は
こ
の
地
を
開
発
し
、
一
族

や
家
臣
団
の
家
屋
敷
3
2
0
0
余
が
配
置
さ

れ
、
平
氏
一
門
の
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
が
『
平
家

物
語
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

京
は
幾
度
も
の
戦
乱
や
疫
病
、
自
然
災
害
を

く
ぐ
り
ぬ
け
、
天
皇
が
住
ま
う
都
と
し
て

1
0
0
0
年
以
上
も
生
き
続
け
て
き
た
。
平

安
時
代
の
都
を
は
じ
め
、
他
の
地
域
で
生
き
て
き

た
人
々
の
息
遣
い
や
心
情
は
、『
源
氏
物
語
』
な

ど
の
平
安
期
文
学
や
『
古
今
和
歌
集
』
を
は
じ

め
と
す
る
平
安
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
今
に
伝
わ

る
歌
集
で
今
な
お
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぜ

ひ
手
に
し
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

〈
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障
が
い
者
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
や
「
働

き
づ
ら
さ
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
就
労
支

援
事
業
所
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
仕
事
を
通
じ
て
人
生
を
変
革
さ
せ

る
」
と
「
障
が
い
を
理
由
と
し
た
境
界
線

を
な
く
す
」
の
２
つ
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
、
リ
モ
ー
ト
就
業
の
普
及
や
今
後
の

A
I
時
代
を
踏
ま
え
た
独
自
コ
ン
セ
プ

ト
で
の
就
労
サ
ポ
ー
ト
と
併
せ
、
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
事
業
の
概
念
を
宇
都
宮
市
か

ら
変
え
て
い
く
核
と
な
る
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
障
が
い
者
で
あ
る

私
が
、
ど
ん
な
障
が
い
福
祉
事
業
を
す
る

の
か
、
ご
興
味
を
持
っ
て
頂
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
こ
こ
宇
都
宮
か
ら
一
緒
に
障
が

い
福
祉
事
業
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
！
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３月卒業例会で先輩たちを盛大に送り出し

「宮っこの居場所」へ寄付

青年部だより

女性部だより

　

青
年
部
で
は
、
3
月
26
日（
火
）に
ラ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
で
、
拡
大
委
員
会
に
よ
る
３

月
卒
業
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
卒
業
さ
れ
る
先
輩
た
ち
を
盛

大
に
送
り
出
し
、
現
役
メ
ン
バ
ー
に
は
さ
ら
な

る
宇
都
宮
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
け
る
よ
う
に

と
い
う
思
い
か
ら
、
卒
業
生
に
は
も
ち
ろ
ん
、

現
役
メ
ン
バ
ー
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
卒
業
例
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
と
い
う
新
し
い
施

設
で
の
開
催
、
黒
潮
鮨
に
よ
る
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
、
そ
し
て
卒
業
生
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
演

出
な
ど
、
青
年
部
の
絆
が
深
ま
る
よ
う
な
内
容

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
総
括
の
場
で
も
あ
っ
た

た
め
、
阿
部
会
長
が
1
年
間
を
振
り
返
り
、
令

和
６
年
度
に
向
け
て
や
り
た
い
例
会
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
存
在
意
義
な
ど
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
メ

ン
バ
ー
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
に
関
し
て
は
、
初
の
試
み
が
多

く
、
開
催
に
至
る
ま
で
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

し
た
が
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
や
会
場
の
ご
担
当

者
、
そ
の
他
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
、
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

女
性
部
で
は
、
子
ど
も
の
支
援
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
、
３
月
15
日（
金
）に
宇
都
宮
市

へ
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
、
８
人
に
１
人
の
子
ど
も
が

経
済
的
な
貧
困
と
い
わ
れ
る
状
況
と
の
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
宮
の
市（
商
業
祭
）や
う
つ
の
み

や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

店
で
得
ら
れ
た
収
益
金
の
一
部
を
寄
付
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
食
堂
な
ど
の「
子
ど
も
の
居
場
所
」や
、

親
と
子
ど
も
が
一
緒
に
季
節
の
行
事
な
ど
を
体

験
で
き
る「
親
と
子
の
居
場
所
」
の
総
称
が

「
宮
っ
こ
の
居
場
所
」で
、
寄
付
金
は
こ
れ
ら
居

場
所
へ
の
支
援
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

金
銭
以
外
に
も
文
房
具
な
ど
の
物
品
や
、
食

品
な
ど
の
寄
付
も
で
き
ま
す
の
で
、
女
性
部
と

し
て
継
続
的
な
寄
付
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

宇都宮市子ども部の田邊次長に目録を渡す女性部メンバー

黒潮鮨によるマグロ解体ショー

公式サイト

うさぎや
（㈱古川商店）

宇都宮市鶴田町２９３４
☎028-633-１５３５

営業時間／8:15〜17:00
定休日／土曜日・日曜日・祝日

https://usagiya2001.com

お
つ
ま
み
に
も
ピ
ッ
タ
リ
な

ナ
ッ
ツ
は
い
か
が
で
す
か
？

　

ナ
ッ
ツ
の
う
さ
ぎ
や
は
、
創
業
70
年
を
超
え
る

宇
都
宮
の
㈱
古
川
商
店
が
運
営
す
る
ナ
ッ
ツ
の
専

門
店
で
す
。
㈱
古
川
商
店
は
、
世
界
の
ナ
ッ
ツ
を

「
と
ち
ぎ
ハ
サ
ッ
プ
認
証
」
を
と
っ
た
工
場
と
70

年
に
わ
た
っ
て
極
め
た
匠
の
焙
煎
技
術
で
製
造
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
一
価
不
飽
和
脂
肪
酸
を
多
く

含
む
こ
と
に
よ
り
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減

ら
す
と
の
こ
と
で
、
ナ
ッ
ツ
の
人
気
が
高
ま
り
ま

し
た
。
う
さ
ぎ
や
で
は
毎
日
少
し
ず
つ
ナ
ッ
ツ
を

食
べ
て
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
自
家
焙
煎
ナ
ッ
ツ 

豆
菓
子
堪
能
セ
ッ
ト 

」

【
セ
ッ
ト
内
容
】

生
造
り
み
そ
ピ
ー
（
1
2
0
g
）、
メ
ー
プ
ル
カ

シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
（
1
2
0
g
）、
黒
糖
く
る
み

（
1
0
0
g
）、有
塩
ピ
ス
タ
チ
オ
（
90
g
）

　

古
く
か
ら
日
本
で
好
ま
れ
て
食
べ
ら
れ
て
い
た

豆
菓
子
を
メ
イ
ン
に
詰
め
合
わ
せ
ま
し
た
。
自
社

工
場
で
焙
煎
し
た
ナ
ッ
ツ
を
熟
練
の
職
人
が
丁
寧

に
味
付
け
し
た
、
う
さ
ぎ
や
自
慢
の
詰
め
合
わ
せ

で
す
。

うさぎやの自家焙煎ナッツ  豆菓子堪能セット
3,500円（税込） 送料無料

会員
情報局

代
表
者
メ
ッ
セ
ー
ジ

就労継続支援Ａ/Ｂ多機能型事業所   Ｊ・ＢＡＳＥ



事業所の名称 所 在 地 電   話  業   種

社会福祉法人 房香会 宇都宮市上小池町１０５４－３ 028-669-1010 障がい者支援

特定非営利活動法人 ＹＫＣ 宇都宮市桜１－６－１ 080-5170-7112 和太鼓倶楽部

ちゃん豚宇都宮 宇都宮市東宿郷６－１－２１東パークハイツ１０３ 028-307-2420 韓国料理

ｕｍｉ．ｄｏｏｄｌｅ 宇都宮市峰１－３－２２ 090-9397-5211 画家

㈲ザップラグナッツ 宇都宮市川田町４５１－６ 028-657-7801 自動車用品

田中　明 鹿沼市西茂呂２－１０－１４ 080-1012-9292 経営コンサルタント

ネクセリア東日本㈱　宇都宮支部 宇都宮市大通り２－２－３ 明治安田生命大工町ビル６階 028-651-0836 不動産関連

㈱Ｓｔｒｅａｍ 宇都宮市鶴田町２０１６－１ 028-688-0832 不動産売買

㈱ＴＦスマイル 宇都宮市東谷町４－１ 090-2656-7490 果実

ブランシエラ宇都宮悠久の杜 宇都宮市中央５－１９－６ 0120-277-337 不動産

ダイワトータルサービス㈲ 宇都宮市野沢町４１９－５ 028-665-7006 電気工事

(同)マーヴェラス 宇都宮市鶴田町６５８－１１ ヴェルコートビルディング３０５ 028-666-8385 訪問介護

Ｔｈｒｏｎｃａｒｔ 宇都宮市江野町５－８ 2F 080-3912-1092 美容

㈲利根運輸 宇都宮市平出町３５２７－１ 028-661-5700 運送

㈱Ｓｈａｒｅ 宇都宮市３－１－４ 栃木県産業会館３階  宇都宮ベンチャーズ 090-892-1906 児童福祉

(特非)後見人センターとちぎ 宇都宮市桜２－５－３１ 028-612-3175 任意後見人

令和6（2024）年1月22日～令和6（2024）年3月5日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

お詫び

Information

1011 May 2024

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

東京ガス㈱ 栃木支社
支社長

増山　陽平氏
（令和 6年 4月 1日付）

東京ガス㈱ 栃木支社
支社長

氏家　大介氏

野村證券㈱宇都宮支店
支店長

石黒　智之氏
（令和 6年 4月 1日付）

野村證券㈱宇都宮支店
支店長

川﨑　健郎氏

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
　

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
は「
で
あ
い

と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」を
テ
ー
マ
に

昭
和
51
年
に
産
声
を
上
げ
て
以
来
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
北
関
東

最
大
の
祭
り
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
近
年
の
物
価
高
騰
に

伴
い
、
開
催
資
金
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今

年
度
か
ら
協
賛
金
額
お
よ
び
企
業

名
掲
載
の
広
告
媒
体
を
下
記
の
表

の
と
お
り
、
一
新
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
協
賛
内
容
や
申
込
方
法
は

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
49
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
概
要

■
開
催
日
時

８
月
３
日（
土
）
～
８
月
４
日（
日
）

午
後
４
時
30
分
か
ら
９
時

■
会
場　

大
通
り
周
辺

■
主
催　

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催

委
員
会（（
一
社
）宇
都
宮
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内
）

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り

第
４９
回「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」ご
協
賛
の
お
願
い

うちわへの掲載

宮まつりＨＰへの掲載

パンフレットへの掲載

芳名板への掲載

提灯への掲載

（とちぎテレビ、下野新聞、当所会報）各種メディア掲載

１万円 2万円 3万円 5万円 7万円 10万円 15万円企業名掲載の広告媒体／協賛金額

協賛メニュー一覧

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す

新
入
会
員
の
紹
介

　

当
所
と
宇
都
宮
市
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
趣
旨
を
生
か
し
つ
つ
、

中
小
企
業
に
も
取
り
組
み
や
す
い
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認
定

制
度「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
経
費
削
減
や
生
産
性
の
向
上
に

繋
が
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
取
り
組
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
特
徴
】

◎「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21
」は
国

際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を

参
考
に
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
・
運
用
が
容
易
に
行
え

ま
す
。

◎
宇
都
宮
市
に
お
け
る
入
札
参
加

資
格
申
請
時
の
審
査
点
数
に
加

点
さ
れ
ま
す
。

◎
有
資
格
者
に
よ
る
客
観
的
な
審

査
・
判
定
に
よ
り
、
信
頼
性
の

高
い
評
価
・
認
定
を
実
施
し
ま
す
。

◎
環
境
省
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

（
Ｅ
Ａ
21
）」と
相
互
認
証
を
し
て

い
ま
す
。

◎
環
境
汚
染
や
事
故
に
よ
る
予
測

で
き
な
い
環
境
上
の
危
機
の
未

然
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。

◎
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
製
品（
環
境
に

や
さ
し
い
製
品
）購
入
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
取
引
先
か
ら

の
信
頼
性
の
向
上
や
営
業
力
の

強
化
に
繋
が
り
ま
す
。

　

 

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21
」の
申

請
書
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
様
式
集
に

つ
き
ま
し
て
は
、当
所
と
宇
都
宮
市
・

環
境
創
造
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
２１
認
証
制
度

う
つ
の
み
や
版
環
境
認
証
制
度
の
ご
案
内

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ECOうつのみや21の
詳細はこちら

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
会
報「
天

地
人
」
2
0
2
4
年
４
月
号
に

以
下
の
誤
植
が
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。収入構成  負担金等 

22,394万円
支出構成  繰出金 
11,860万円 正正

誤誤
収入構成  負担金等 
22,949万円

支出構成  繰出金 
1,186万円

19頁    令和6(2024)年事業収支予算
　

令
和
６
年
度
会
費
を
ご
納
入

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
年

会
費
は
、
当
所
の
事
業
運
営
や

経
営
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
、

地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
年
会
費
の
口
座
振
替

を
ご
利
用
の
方
に
は
原
則
領
収

書
を
発
行
し
ま
せ
ん
が
、
領
収

書
の
発
行
を
ご
希
望
さ
れ
る
場

合
は
総
務
部
の
会
員
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
過
去
に
領
収
書
の
発

行
に
つ
い
て
ご
連
絡
い
た
だ
い
て

い
る
場
合
は
、
引
き
続
き
領
収

書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
は
不
要
で
す
。

問合せ
総
務
部

☎
０
２
８
-6
3
7
-3
1
3
1

会費納入の
御礼



192,500円（税込）パンフレット
（A4以下、30gまで）

115,500円（税込）B4／A3
（二つ折り）

82,500円（税込）A4／B5

過去1年間で5回以上ご利用実績がある方は
さらに20%OFF！

■A4チラシの場合

※関係団体500団体にも発送

※当所会員向けのサービスです

＠84円×7,000社＝588,000円
有料折込サービスなら

82,500円！！

一般的なDMの場合

約50万円もコストダウン可能！

Information

問合せ／ 経営支援部  TEL.028-637-3131

相談できる

内容

経営のお悩みを

専門家に無料で相談できる エキスパート・バンク
詳細は
当所ホームページを
ご覧ください

https://www.u-cci.or.jp/business/expert

相 談
無 料

□税務会計に関すること
□ IT・SNS活用に関すること
□法律・各種申請に関すること
□販売促進に関すること など









1213 May 2024

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
は

中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
で
す

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

　

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
は
、
金
融
機
関
・
民
間
専
門
家
・

各
種
支
援
機
関
と
連
携
し「
地
域
全

体
で
の
収
益
力
改
善
、
経
営
改
善
、

事
業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
大

化
」を
追
求
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

財
務
上
の
課
題
を
お
持
ち
の
中

小
企
業
の
相
談
に
対
し
て
、
面
談

や
資
料
の
分
析
を
通
し
た
経
営
上

の
問
題
点
や
具
体
的
な
課
題
の
抽

出
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
飲

食
業
、
宿
泊
業
等
専
門
窓
口
の
設
置

や
栃
木
県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

し
、
支
援
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

公
正
中
立
な
公
的
機
関
と
し
て
、

中
小
企
業
の
実
態
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
幅
広
く
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

収益力改善支援

事業再生支援

再チャレンジ支援

経営改善計画策定支援事業

◎相談の流れ

◎面談や資料の分析を通じて経営上の問題点や具体的
  な課題を抽出
◎課題解決に向けて適切なアドバイス

都道府県の中小企業活性化協議会

第１次段階　窓口相談

財務上の課題を持つ中小企業

関係支援機関の
機能活用が適当であると

判断した場合

よろず支援拠点等の
支援機関を紹介

協議会の事業で対応

ご相談
金融機関 ご相談

ご相談
商工会・商工会議所や

税理士など

栃木県中小企業
活性化協議会
ホームページ

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
・
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
は
、
宇
都
宮

中
央
警
察
署
及
び
宇
都
宮
中
央
地
区

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
か
ら「
交

通
安
全
教
育
推
進
モ
デ
ル
事
業
所
」

の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
教
育
推
進
モ
デ
ル
事
業

所
と
は
、
交
通
安
全
教
育
や
交
通
安

全
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
に
応
じ
て

選
任
さ
れ
、
効
果
的
な
交
通
安
全
や

安
全
運
転
管
理
の
手
法
な
ど
に
幅
広

い
事
業
所
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

　

４
月
23
日（
火
）に
宇
都
宮
中
央
警

察
署
で
、
当
所
を
含
め
た
４
社
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
安
全
運
転
管
理
の
徹
底

を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
事
業
所
と
し
て

地
域
の
交
通
安
全
に
協
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

マ
ル
経
融
資

交
通
安
全

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

交
通
安
全
教
育

推
進
モ
デ
ル
事
業
所
を

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1ヵ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.25％
（令和6年4月25日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1ヵ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.25％
（令和6年4月25日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ

ル
経
の
取
り
扱
い
は
令
和
6
年

6
月
末
ま
で
の
予
定
で
す

令
和
6
年
度
か
ら
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

宇
都
宮
市
内
の
中
心
商
業
地
活

性
化
の
た
め
、
空
き
物
件
を
賃
借

し
て
新
規
出
店
す
る
事
業
者
に
対

し
て
の
補
助
制
度
で
す
。

　

出
店
を
計
画
中
で
、
本
制
度
の

利
用
を
お
考
え
の
方
は
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
物
件

　

中
心
商
業
地
出
店
等
促
進
事
業

補
助
金
対
象
区
域
マ
ッ
プ
内
の
一
般

店
舗
・
大
谷
石
蔵
活
用
店
舗（
マ
ッ

プ
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）

※
90
日
以
上
契
約
さ
れ
て
い
な
い
物

件
に
限
る
。

■
対
象
業
種

　

小
売
業
、
飲
食
業（
ラ
ン
チ
営
業

必
須
）、
サ
ー
ビ
ス
業
、
医
療
・
社

会
福
祉
業
、
教
育
・
学
習
支
援
業

な
ど

※
す
べ
て
の
業
種
に
お
い
て
、
週
４

日
以
上
の
営
業
が
必
須
と
な
り
ま

す
。

■
補
助
内
容

①
店
舗
内
外
装
改
造
に
要
し
た
費
用

〔
一
般
店
舗
の
場
合
〕

補
助
率
30
％
、
40
％
、
50
％
の
い
ず

れ
か（
限
度
額
１
５
０
万
円
）

※
補
助
金
対
象
区
域
に
よ
り
補
助
率

は
異
な
り
ま
す
。

〔
大
谷
石
蔵
活
用
店
舗
の
場
合
〕

補
助
率
30
％(

限
度
額
２
０
０
万
円)

②
専
門
家
の
経
営
財
務
診
断
に
要
し

た
費
用（
申
請
時
の
み
）

補
助
率
50
％（
限
度
額
１
万
５
千
円
）

③
お
も
て
な
し
事
業
を
実
施
す
る
場

合
の
費
用

補
助
率
30
％
（
限
度
額
50
万
円
）

※
記
載
内
容
は
制
度
の
一
部
で
す
。

詳
細
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

補助金手続きの流れ（概要）

補助金の交付

審査委員会

内外装改造費用および
経営財務診断費用の請求手続き

受給資格認定書発行
（認定者のみ）

審査委員会

申　込
（店舗開店後60日以内）

相　談

透明な袋に同封して発送します

　

本
誌
に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
、
市

内
事
業
所
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。
有

料
折
込
サ
ー
ビ
ス
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
チ
ラ
シ
を

７
０
０
０
部
ご
用
意
い
た
だ
き
、
会

報
誌
に
同
封
し
て
発
送
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

《
ポ
イ
ン
ト
》

◎
企
業
向
け
広
告
に
強
い
！

　

市
内
約
６
５
０
０
事
業
所
の
代

表
者
宛
に
発
送
し
て
い
る
た
め
、
経

営
者
の
手
元
に
届
く
可
能
性
が
高
く
、

高
い
訴
求
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

◎
高
い
開
封
率
！

　

Ｏ
Ｐ
Ｐ
袋
に
会
報「
天
地
人
」と
同

封
し
て
送
付
す
る
た
め
、
単
独
Ｄ
M

に
比
べ
て
高
い
開
封
率
が
期
待
で
き

ま
す
。

◎
発
送
コ
ス
ト
を
削
減
！

　

単
独
Ｄ
M
と
比
べ
て
発
送
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
申
込
方
法
】

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
天
地
人
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
む
か
、
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

有
料
折
込
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

セ
ミ
ナ
ー
の
集
客
や
商
品・サ
ー
ビ
ス
の

P
R
に
お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
？

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

WEB天地人
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専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 5月14日（火）、6月11日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■無料ＩＴ相談会（原則隔月第１水曜日・要予約）
日　時	 5月15日（水）、7月3日（水）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 営業・販路開拓（クラウドサービス・ＥＣサイト・キャッシュレス

決済など）、働き方の改善（リモートワーク・テレワーク環境
整備・Web会議など）、サイバーセキュリティ対策などＩＴを活
用した経営・業務課題の改善をお考えの方

相談員	 （公財）日本電信電話ユーザ協会 栃木支部 
	   支援担当者
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	 6月21日（金）、8月23日（金）　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
受　付	 電話予約
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

■オンライン経営相談（要予約）
日　時	 希望により調整（午前9時〜午後3時 相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金、	 	
	 ものづくり補助金、IT導入補助金、資金繰り、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

■栃木県よろず支援拠点サテライト拠点（毎週木曜日・要予約）
日　時	 5月16日（木）、23日（木）、30日（木）、6月6日（木）
	 午前9時〜午後5時
受　付	 栃木県よろず支援拠点ホームページから受付または電話予約
内　容	 経営に関すること全般
相談員	 栃木県よろず支援拠点コーディネーター	
問合せ	 栃木県よろず支援拠点　☎028-680-2618
	 経営支援部

相談
無料

オンライン
経営相談

法律相談

栃木県よろず
支援拠点

一日知財窓口

無料IT相談会

税務相談

東商ビジネススクール研修講座（共催：東京商工会議所）

年間約130講座が
オンラインで受講可能

日　時	 ６月４日（火）　午後１時〜５時
内　容	 メンバーから「率直さ」を引き出しながら、考えて動くチーム

をつくるための手順・コツをケーススタディや個人演習も交え、
実践的にお伝えします。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円 

まもなくオンラインで開催する研修講座の一部をお知らせします。

「自ら考え動く」チームづくり講座

日　時	 ６月21日（金）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 報告・連絡・相談は上司や同僚と連携を取りながら円滑に仕

事を進めるために必要なスキルです。さまざまなケースワー
クを活用しながら、実践的に報連相の理解を深めます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円  

日　時	 ６月28日（金）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 さまざまなハラスメントに関する法令等の内容を確認するととも

に、管理職・職場リーダーが必ず身につけておかなければならな
いハラスメント予防の具体的な対策を学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページまたは当所ホームページ
　　　　　 （東商ビジネススクール研修講座）の専用申込
　　　　　  フォームからお申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131

報連相で極める
ビジネスコミュニケーション講座

日　時	 ６月12日（水）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 新人・若手の「もっとできるようになりたい」を引き出すテク

ニックを学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

管理職・職場リーダーのための
ハラスメント予防対策講座

■研修内容

※4月1日から通学の研修講座も会員価格で受講できるようにな
りました。研修講座内容の詳細や年間スケジュールは、当所ホー
ムページからご確認ください。

当所ホームページ

部下の成長をうながす
フィードバックの技術講座

給
与
支
払
者
向
け

定
額
減
税
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

【
そ
の
他
】

会
場
の
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国税庁ＬＩＮＥ
公式アカウントはこちら

　

令
和
６
年
６
月
か
ら
定
額
減

税
（
源
泉
所
得
税
関
係
）が
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
、源
泉
徴
収
義
務

者
の
皆
様
向
け
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

　

説
明
会
で
は
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を

中
心
に
制
度
の
概
要
・
事
務
手
続

き
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　

説
明
会
へ
の
参
加
を
ご
希
望

の
方
は
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

【
会
場
】

栃
木
県
自
治
会
館 

３
０
１
号
室

宇
都
宮
市
昭
和
１
-２
-16

【
日
時
】

◎
５
月
14
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時	

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

【
定
員
】

各
回
70
名

（
L
I
N
E
に
よ
る
事
前
予
約

制
）

日　時	 ６月18日（火）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 財務分析の基礎知識から決算書の読み方・活用方法、経営改善

や銀行との付き合い方までをわかりやすく丁寧に解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

財務分析講座〔入門編〕 講座No.203007

日　時	 ６月21日（金）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 採用から退職までの各ステージにおいて、人事担当者が最低

限知っておくべき法律知識と業務対応のポイントを最新の法
令や判例に基づいて解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

労働法実務講座〔入門編〕 講座No.202935

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

法
人
課
税
第
２
部
門

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
4

　

当
所
で
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る

事
業
承
継
の
手
段
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、

代
表
者
の
変
更
登
記
や
株
式
移
転

等
の
手
続
き
に
お
い
て
、
専
門
家
の

支
援
体
制
の
強
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
所
が
認
定
支
援

機
関
と
な
っ
て
い
る
栃
木
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
栃
木

県
司
法
書
士
会
が
連
携
し
、
中
小
企

業
の
円
滑
な
事
業
承
継
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り「
事
業

承
継
支
援
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結

し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

【
連
携
当
事
者
】

・
宇
都
宮
商
工
会
議
所

（
栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
）

・
栃
木
県
司
法
書
士
会　

【
締
結
日
】

令
和
6
年
4
月
23
日（
火
）

【
連
携
内
容
】

①
個
別
中
小
企
業
等
の
事
業
承
継
支

援（
経
営
資
源
の
移
転
に
伴
う
廃

業
相
談
を
含
む
。）に
関
す
る
登
記

等
手
続
き
に
つ
い
て
の
司
法
書
士

の
紹
介
・
推
薦
そ
の
他
必
要
な
協

力
②
地
域
に
お
け
る
事
業
承
継
に
関
す

る
情
報
交
換

③
相
互
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の

講
師
派
遣

栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

栃
木
県
司
法
書
士
会
と
の

「
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る
覚
書
」締
結
に
つ
い
て

栃
木
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
７
階
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ

栃木県事業承継・
引継ぎ支援センター

公式サイト

当所常議員会室で締結式を開催

講座No.202795

講座No.202783

講座No.202841

講座No.203104



　

渋
沢
栄
一（
1
8
4
0
〜
1
9
3
1
）

は
1
8
9
9
年
5
月
28
日
、
宇
都
宮
で

開
催
さ
れ
た
県
内
各
銀
行
の
懇
親
会
に
お
い

て
、「
経
済
界
先
進
者
ノ
注
意
ヲ
望
ム
」
と

い
う
演
題
で
列
席
者
約
1
0
0
名
に
向
け

て
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
演
説
の
主
旨
に
つ

い
て
、
当
日
の
日
記
に
「
経
済
界
ト
政
治
界

ト
ノ
区
別
ヲ
明
ニ
シ
、
経
済
界
ヲ
政
治
ノ
奴

隷
タ
ラ
シ
メ
サ
ル
事
ヲ
勉
メ
、
又
株
式
会
社

近
来
ノ
弊
ハ
、
極
力
之
ヲ
矯
正
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ

サ
ル
ノ
要
旨
ヲ
談
話
ス
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

現
代
の
政
界
・
経
済
界
に
も
求
め
ら
れ
る
理

念
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

翌
29
日
、
大
谷
地
区
の
稲
荷
山
麓
に
建
つ

旅
館
「
盤
水
館
」（
現
在
は
遊
楽
園
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
）
に
宿
泊
し
た
渋
沢
は
、
涼
や
か

な
風
が
吹
く
五
月
晴
れ
の
中
、
午
前
8
時

に
大
谷
観
音
（
大
谷
寺
）
に
参
詣
後
、「
山

ヲ
降
テ
又
軌
道
ニ
ヨ
リ
テ
、
数
十
町
ヲ
行
テ

石
材
採
取
ノ
状
ヲ
観
ル
」
と
大
谷
石
の
石
材

採
掘
を
視
察
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
軌
道
」
と
は
、
後

1
8
9
7
年
に
開
業
し
た
宇
都
宮
軌
道
運

輸
の
こ
と
で
す
。
1
8
9
6
年
、
開
業
に

向
け
て
内
務
大
臣
宛
に
提
出
さ
れ
た
『
軌

道
設
立
願
』
に
は
、
軌
道
に
よ
る
石
材
輸
送

と
大
谷
へ
の
観
光
客
輸
送
が
開
業
の
目
的
と

し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
「
鉄
道
」

は
専
用
の
線
路
を
持
つ
交
通
機
関
、「
軌
道
」

は
主
に
道
路
上
に
線
路
を
敷
く
交
通
機
関

で
、
昨
年
開
業
し
た
L
R
T
は
軌
道
路
線

で
す
。

　

宇
都
宮
軌
道
運
輸
は
、
宇
都
宮
市
街
地

に
近
い
西
原
町
（
桜
3
丁
目
）
か
ら
石
材

産
出
地
の
荒
針
（
大
谷
町
）
ま
で
の
路
線
を

開
業
し
、
翌
年
に
は
石
切
り
場
が
密
集
す
る

地
区
を
網
羅
す
る
よ
う
に
、
荒
針
か
ら
立
岩・

弁
天
山
・
風
返
（
い
ず
れ
も
大
谷
町
内
）
ま

で
が
開
業
し
ま
す
（
掲
載
図
参
照
）。

　

軌
道
は
1
ト
ン
積
み
の
貨
車
（
ト
ロ
）
を

基
本
的
に
2
人
の
車
夫
が
押
し
て
動
か
し
、

客
車
は
6
人
乗
り
で
し
た
。
1
8
9
9
年

に
は
戸
祭
（
松
原
2
丁
目
）
～
仁
良
塚
（
宝

木
本
町
）
～
芳
原
（
新
里
町
）
お
よ
び
仁

良
塚
～
徳
次
郎
（
徳
次
郎
町
）
で
野
州
人

力
鉄
道
が
開
業
、
1
9
0
3
年
に
は
材
木

町
か
ら
日
光
鉄
道
（
現
在
の
J
R
日
光
線
）

鶴
田
駅
へ
と
軌
道
が
延
長
さ
れ
、
鉄
道
と
接

続
し
た
こ
と
で
、
大
谷
の
石
材
は
東
京
に
向

け
大
量
長
距
離
輸
送
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
1
9
3
1
年
、
宇
都
宮
軌
道

運
輸
株
式
会
社
は
東
武
鉄
道
に
吸
収
合
併

さ
れ
ま
す
が
、
鉄
道
輸
送
に
よ
る
石
材
運
搬

は
1
9
6
1
年
の
廃
線
ま
で
続
き
ま
し
た

（『
大
谷
石
文
化
への
誘
い
』）。

　

若
き
日
の
洋
行
で
見
聞
し
た
中
で
、
煉
瓦

造
建
物
の
有
用
性
を
理
解
し
、
自
身
の
故

郷
に
日
本
煉
瓦
製
造
会
社
を
設
立
し
た
渋

沢
は
、
建
築
材
と
し
て
の
大
谷
石
の
商
品
価

値
を
も
見
抜
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

1
9
2
2
年
、
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
の
フ
ラ

ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
が
帝
国
ホ
テ
ル
新
館

を
設
計
し
、
そ
の
装
飾
に
大
谷
石
と
煉
瓦
が

使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
建
築
の
翌
年
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
で
ホ
テ
ル
が
焼
け
残
っ
た

こ
と
か
ら
、
大
谷
石
材
の
評
価
が
高
ま
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。

〈
参
考
〉　

◎
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一記
念
財
団
編
『
渋
沢
栄
一日

記
』（
2
0
2
4
年
3
月
20
日
w
e
b
閲
覧
）

◎
宇
都
宮
大
谷
石
文
化
推
進
協
議
会
編
（
2
0
2
3
）

『
大
谷
石
文
化
への
誘
い
』
随
想
舎

大谷石等石材輸送に関わる鉄道・軌道の見取図
（『大谷石文化への誘い』55 ページより転載）

凡　例

道
鉄
有
国・
道
鉄
本
日

線
宮
都
宇
道
鉄
武
東

線
谷
大
道
鉄
武
東・
線
便
軽
道
軌
材
石
宮
都
宇

道
軌

・道
鉄
車
人
州
野・
輸
運
道
軌
宮
都
宇
（

）
線
道
軌
谷
大
道
鉄
武
東・
道
軌
材
石
宮
都
宇

荒針

田
鶴
新

町
原
西

町
木
材

祭
戸

江黒

作
瓦

山
天
弁

谷
大

岩
立

返
風

し
え
が
ざ
か

く
さ
ら
わ
か

仁良塚

）
点
岐
分
本
岩
（

岩本
郎
次
徳芳原

宮
都
宇
武
東

宮
都
宇

鶴田

田
川
西

N

3

、
め
た
る
あ
が
と
こ
る
い
て
し
止
休
を
行
運
に
前
以
止
廃

。
る
あ
が
合
場
る
な
異
が
期
時
の
了
終
行
運
と
止
廃

4

、
は
き
と
る
あ
が
録
記
る
な
異
て
い
つ
に
年
止
廃・
年
業
開

2
「

、
り
あ
で
の
も
た
し
定
設
に
的
宜
便
上
明
説
の
で
書
本、
は」
間
区

。
い
な
し
致
一
も
し
ず
必
は
と
統
系
行
運
や
分
区
線
路
の
社
会
道
軌・
道
鉄

）
注
（

1

。
い
な
は
で
け
わ
た
い
て
し
行
運
に
時
同
が
線
路
全

5

は
前
以
業
開
道
軌
の
で
ま
田
鶴

駅
宮
都
宇
ら
か
町
木
材・
町
原
西
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新
年
度
が
始
ま
り
、
新
入
社
員
も

少
し
は
仕
事
に
慣
れ
て
き
た
頃
で
す

ね
。
業
務
は
う
ま
く
効
率
よ
く
流
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
、「
タ

イ
パ
」と
い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
略
で
、

か
け
た
時
間
に
対
し
て
の
成
果
を
示

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
代
に
入
っ

て
広
ま
り
、「
三
省
堂 

辞
書
を
編
む
人

が
選
ぶ『
今
年
の
新
語
２
０
２
２
』」で

大
賞
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
に

新
し
い
価
値
観
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
な
10
〜
20
代
前
半
を
中
心

に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
若
者
に

重
要
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

社
内
で「
タ
イ
パ
が
悪
い
と
思
い
ま

す
」と
い
う
意
見
を
聞
い
た
と
き
、
仕

事
は
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
は
な
い
と
頭

を
抱
え
た
く
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
情
報
化
社
会

が
進
む
中
、
効
率
化
に
つ
い
て
考
え
直

す
き
っ
か
け
に
も
な
る
た
め
、
完
全
に

避
け
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ

と
で
す
。
実
際
に
、
多
く
の
社
員
が

効
率
の
悪
い
仕
事
に
対
し
て
対
策
を

行
っ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
分
か
っ
て

い
て
も
対
策
で
き
ず
に
い
る
か
ら
で

す
。

　

社
員
一
人
一
人
、
業
務
内
容
の「
本

質
」を
ど
れ
く
ら
い
理
解
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？ 

何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る

の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
業
務
効

率
化
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
業
務
改
善
を
考
え
る
な

ら
、
い
ま
一
度
、
社
員
に
何
の
た
め
に

し
て
い
る
作
業
な
の
か
、
そ
の「
本
質
」

を
説
明
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
理
由
を
細
か
く
説
明
で

き
れ
ば
、
そ
の
業
務
は
重
要
で
外
せ

な
い
過
程
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
逆
に
、
理
由
を
説
明
で
き

な
か
っ
た
り
、
説
明
し
て
い
る
間
に
不

必
要
な
作
業
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た

り
し
た
な
ら
、
思
い
切
っ
て
な
く
し
て

し
ま
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
い
つ
の
間
に
か
要
ら

な
く
な
っ
た
作
業
が
、
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
よ
う
な
場
合
に
洗
い
出
す
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
、

世
代
を
問
わ
ず
、
社
員
に
改
め
て
意

見
を
聞
い
て
み
る
こ
と
で
す
。
最
新

の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
知
識
を
持
つ
人
が
い

て
、
思
わ
ぬ
視
点
か
ら
業
務
効
率
化

の
案
が
挙
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
し
か
で
き
な
い
と
決
め
付
け
な

け
れ
ば
、
多
様
化
す
る
手
段
を
柔
軟

に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

タ
イ
パ
と
い
う
言
葉
が
、
業
務
の

本
質
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
、
表

面
だ
け
で
な
く
深
い
部
分
の
改
善
に

つ
な
が
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
業
務

の
効
率
化
が
図
れ
る
で
し
ょ
う
。
新

年
度
は
、
少
し
新
し
い
取
り
組
み
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第14回

「
タ
イ
パ
か
ら
仕
事
の
本
質
を
考
え
る
」

気
象
予
報
士
兼
税
理
士
　
藤
富
　
郷

第14回

渋沢栄一と宇都宮②

下野市立しもつけ風土記の丘資料館  山口  耕一

藤富　郷／ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士に登録。日本テレ
ビ「スッキリ」で気象キャスター。さらに、出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21 年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の
鉄道では、鉄道イベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングやダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合
わせて幅広く活躍中。地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域とも関わりも深めている。

①79ｍ  ②89ｍ  ③99ｍ  ④100ｍ

〈今月号の答え〉  ② 89ｍ
〈解説〉昭和55（1980）年に完成したテレビ放送用の電波塔です。途中にある展望台の高さは30ｍあり、宇都宮市街地や日光連山が望めます。四

季折々に合わせ、さまざまなライトアップを行います。

Ｑ. 八幡山公園の宇都宮タワーの高さは？

あなたも挑戦！「宮のもの知りクイズ」
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栃木県事業承継・
引継ぎ支援センター

エリアコーディネーター
小池　一朗

公式
ウェブサイト問合せ

栃木県事業承継・
引継ぎ支援センター 

宇都宮市中央3-1-4
栃木県産業会館７階  
☎028-612-4338   
https://tochigi-

hikitsugi.jp

ん
で
し
た
。
家
族
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
長

女
夫
婦
を
後
継
者
候
補
と
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
で
決
ま
り
、
令
和
４
年
８
月
に
2
人
が

入
社
し
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
夫
の
直
人
氏
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
製
造
は
全
く
の
素
人
で
、
事
業
承
継
に
至

る
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で
ど
の
よ
う
な

育
成
プ
ラ
ン
を
立
て
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
課
題

を
整
理
す
る
た
め
に
、
取
引
金
融
機
関
で
あ

る
鹿
沼
相
互
信
用
金
庫
に
相
談
し
、
当
セ
ン

タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

同
社
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
容
器
は
品
質

が
高
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

保
冷
輸
送
箱
と
し
て
多
数
の
自
治
体
に
採
用

さ
れ
、
社
名
が
全
国
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
創
業
当
初
の
鮎
箱
の
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
医
薬
品
等
の
高

性
能
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
開
発
、
そ
し
て
自

社
製
品
開
発
と
、
着
実
に
技
術
を
積
上
げ

品
質
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

後
継
者
選
び

～
娘
夫
婦
を
候
補
に
～

　

社
長
の
森
田
壮た

け

重し
げ

氏
は
、
60
歳
に
な
っ
た

平
成
30
年
頃
か
ら
事
業
承
継
に
つ
い
て
考
え

始
め
ま
し
た
。
長
男
と
長
女
が
後
継
候
補

で
す
が
、
長
男
は
農
機
具
メ
ー
カ
ー
に
勤
務

し
、
長
女
の
侑
子
氏
は
結
婚
し
て
夫
が
滋
賀

県
の
物
流
倉
庫
関
係
の
企
業
に
勤
務
し
て
い

た
た
め
、
２
人
と
も
す
ぐ
に
後
継
者
と
し
て

引
継
ぎ
の
準
備
を
す
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

　
事
業
承
継
計
画
書
の
策
定

～
新
人
を
経
営
者
に
育
て
る
～

①
社
長
の
思
い
や
経
験
を
引
き
継
ぐ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
事
業
承
継
計
画
書
の
策

定
」
を
通
し
て
、
森
田
社
長
の
考
え
を
整
理
し

後
継
者
に
方
針
を
丁
寧
に
説
明
し
て
行
く
こ
と

を
提
案
し
、
計
画
策
定
の
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
承
継
計
画
書
で
は
、
技
術
面
や
営

業
面
の
習
得
、
経
営
人
材
と
し
て
の

育
成
策
と
そ
れ
に
伴
う
昇
進
の
ス
テ
ッ

プ
、
株
式
の
移
転
方
法
の
検
討
に
加

え
、
森
田
社
長
が
39
歳
で
社
長
に
な
っ

て
か
ら
の
経
験
や
思
い
、
経
営
方
針
を

後
継
者
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
。

　
②
育
成
プ
ラ
ン
の
策
定

　

事
業
承
継
の
課
題
と
し
て
、

①
後
継
者
の
育
成
、
②
後
継
者
経
営
チ
ー
ム
の

組
成
、
③
経
営
計
画
の
達
成
、
④
経
営
者
保

証
解
除
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
後
継
者

の
直
人
氏
は
、
現
在
工
場
長
と
し
て
技
術
や
組

織
運
営
の
習
得
を
進
め
、
将
来
的
に
取
締
役
へ

の
選
任
を
経
て
代
表
取
締
役
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
長
女
の
侑
子
氏
は
、
前
職

で
培
っ
た
能
力
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
で

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
父
親
の
経
営
を
身
近
で

見
て
き
た
経
験
も
大
き
な
強
み
で
す
の
で
、
将

来
は
取
締
役
と
し
て
直
人
氏
を
支
え
て
い
く
予

定
で
す
。
そ
し
て
、
若
手
社
員
が
幹
部
と
し
て

育
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
若
手
社
員
を
中
心
に
後

継
者
を
支
え
る
経
営
チ
ー
ム
を
作
り
あ
げ
、
経

験
が
浅
い
弱
み
を
チ
ー
ム
で
補
っ
て
行
く
方
針
で

す
。

　

同
社
は
、
経
営
計
画
書
に
て
販
売
促
進
、
原

価
管
理
そ
し
て
経
営
管
理
面
で
の
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
品
の
取
扱
量
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、

競
合
が
多
い
汎
用
品
よ
り
も
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
製
造
す
る
技
術
を
当
社
の
強
み
と
捉
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
顧
客
の
要
望
に
沿
っ
た
製

品
の
開
発
や
提
案
を
進
め
、
生
産
の
計
画
と
管

理
を
精
緻
に
行
い
、
原
価
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

適
切
な
利
益
を
確
保
し
な
が
ら
、
そ
の
結
果
を

計
数
で
見
て
次
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

経
営
計
画
を
達
成
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し

て
、
環
境
変
化
に
対
応
で
き
る
経
営
チ
ー
ム
を

育
て
て
行
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

N
E

X
T 

〜
会
社
を
次
世
代
に
〜

技
術
と
思
い
を
娘
夫
婦
に
託
す

～「
事
業
承
継
計
画
書
」策
定
支
援
～

会
社
紹
介

～
自
治
体
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
貢
献
～

　

㈱
カ
ル
ッ
ク
ス
は
、
昭
和
48
年
3
月
、
鹿
沼

緑
化
産
業
株
式
会
社
と
し
て
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製

品
お
よ
び
皐さ

つ
き

の
販
売
を
目
的
と
し
て
創
業
、
平

成
2
年
3
月
に
社
名
の
「
鹿
沼
の
K
」、「
緑

化
の
R
」、
そ
し
て
軽
い
製
品
を
扱
う
イ
メ
ー
ジ

か
ら
、社
名
を
「
カ
ルッ
ク
ス
」に
変
更
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
食
品
、
医
療
品

の
容
器
等
を
企
画
、
製
造
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

左から現社長の森田壮重氏、後継者の大角直人氏、長女の侑子氏

直人氏が工場長を務める工場

③
思
い
の
共
有
と
後
継
者
の
変
化

　

事
業
承
継
計
画
書
策
定
の
時
間
は
、
森
田

社
長
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
将
来
の

展
望
を
聞
く
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
森
田
社

長
と
後
継
者
の
直
人
氏
が
会
社
の
未
来
を
話

し
合
う
こ
と
で
、
将
来
の
経
営
判
断
の
拠
り

所
に
な
る
大
切
な
時
間
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
直
人
氏
が
代
表
取
締
役
に
就
任

す
る
時
期
を
明
確
に
定
め
ま
し
た
。
経
営
者

に
と
っ
て
進
退
を
決
め
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
課
題
か
と
思
い
ま
す
が
、
期
限
を
示
し

た
こ
と
で
後
継
者
に
も
迷
い
が
な
く
な
り
、

日
々
研
鑽
に
邁
進
し
て
行
く
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
妻
の
侑
子
さ
ん
も
後
継
者
を
目

指
す
夫
の
変
化
を
感
じ
取
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
事
業
承
継
計
画
書
の

策
定
支
援
」
を
通
し
て
、
円
滑
な
事
業
承
継

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
後
継
者
と
の
橋
渡
し
と

な
る
サ
ポ
ー
ト
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
事
業
承
継
を
予
定
し
て
い
る
経
営
者

の
皆
さ
ん
も
、
当
セ
ン
タ
ー
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

会社名：株式会社カルックス
代表者：森田　壮重
後継者：大角　直人
所在地：鹿沼市大和田町１番地
資本金：1,０００万円
業　種：発泡スチロール製容器等製造
従業員：30人

支援先企業の概要

　

中
小
企
業
の
経
営
者
に
と
っ
て
、
後
継
者
へ
の
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
は
最
後
の
大
仕
事
で
す
。
経
営
者
に
必
要
な
資
質
と

し
て
、
決
断
力
、
交
渉
力
、
変
革
力
等
い
く
つ
か
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
後
継
者
候
補
が
予
め
全
て
を
兼
ね
備
え
て
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
企
業
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
が
あ
り
、
す
ん
な
り
と
事
業
承
継
が
完
了
す
る
事
例
は

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
長
女
夫
婦

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
決
断
し
た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新型コロナウイルスワクチン輸送で使われた同社の保冷箱

バックナンバーは
こちら
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昭
和
57
年
に
開
館
し
た
現
栃
木
県

立
博
物
館
・
栃
木
県
中
央
公
園
は
、

も
と
も
と
宇
都
宮
空
襲
の
戦
災
に
よ
っ

て
全
焼
し
た
日
本
専
売
公
社
（
現
在

の
日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
）
宇
都
宮
地

方
局
が
、
戦
後
の
昭
和
25
年
に
中
河

原
町
か
ら
移
転
操
業
し
た
工
場
跡
で

す
。
栃
木
県
は
全
国
で
も
有
数
な
葉

た
ば
こ
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

八
溝
山
地
な
ど
で
盛
ん
に
栽
培
が
行

わ
れ
、
か
つ
て
は
茂
木
町
に
茂
木
専
売

支
局
が
置
か
れ
て
い
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

茂
木
専
売
支
局
と
合
併
後
は
、
宇

都
宮
地
方
局
は
そ
の
名
前
の
通
り
、

た
ば
こ
生
産
の
主
要
拠
点
と
し
て
存

在
。
昭
和
27
年
に
は
工
場
か
ら
旧
国

鉄
日
光
線
鶴
田
駅
ま
で
引
き
込
み
線

が
新
設
さ
れ
、
全
国
へ
向
け
て
出
荷
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
同
宇
都
宮
地
方
局

は
昭
和
52
年
、
清
原
工
業
団
地
に
移

転
し
、
専
売
制
が
廃
止
さ
れ
た
現
在

は
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
宇

都
宮
支
社
北
関
東
工
場
と
し
て
操
業

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

前
述
し
た
引
き
込
み
線
は
、
工
場

移
転
後
の
昭
和
50
年
代
ご
ろ
ま
で
は

使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
線
路
が
残
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
歩
行
者
・
自
転

車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
、
閑

静
な
住
宅
街
に
植
栽
さ
れ
た
桜
並
木

の
緑
陰
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
な
か
よ
し
通
り
」
の
名
称

を
記
し
た
石
碑
や
、
踏
切
跡
を
思
わ

す
黄
色
と
黒
の
斜
線
に
塗
り
分
け
ら

れ
た
遺
構
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
全

長
約
2
キ
ロ
、
か
つ
て
貨
車
が
走
っ
て
い

た
こ
の
道
を
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
が
。

特集2  隠れた宇都宮の散歩道

栃木県立博物館

な
か
よ
し
通
り

鶴田駅

平成通り

踏切跡

地域に
愛される
散歩道

特集2   

「なかよし通り」の名称を刻んだ石碑

今も国土地理院の地形図に引き込み線跡の破線が残る

平成通りと遊歩道の入り口に残る踏切跡

通学路にも使用される遊歩道
操業時に発行された記念絵葉書

中央公園には大谷石づくりの
宇都宮商工会議所所舎の玄関部分が
復元保存されています

な
か
よ
し
通
り
を
歩
く

旧
日
本
専
売
公
社
宇
都
宮
地
方
局
引
き
込
み
線
跡
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

5月
May

　　 MITOMAEBASHI
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　今年の5月で新型コロナウイルス感染症
が五類に移行して１年間が経過しました。
コロナ禍では時間の流れがゆるやかに感じ
ましたが、この1年間は、イベントや宴席
の機会も増え、時間の流れがとても早く感じました。
　ゴールデンウィークでお出かけになった方も多いと思
いますが、この1年間も楽しく過ごせるといいですね。

心に潤いを

ミュージアムガイド
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御
宿
場
印
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
は
、五
街
道
の
宿
場
町

に
あ
る
印
を
集
め
な
が
ら
、

そ
の
町
の
観
光
を
楽
し
も

う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。

　
（
一
社
）宇
都
宮
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
は
、足
立

成
和
信
用
金
庫
が
企
画
す

る
こ
の
御
宿
場
印
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
、観
光
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
宇
都
宮
市
観
光
案
内
所

で
、奥
州
街
道
の「
雀
宮
宿
」

「
宇
都
宮
宿
」「
白
澤
宿
」の

御
宿
場
印
を
販
売
し
て
お

り
ま
す
。さ
ら
に
こ
の
度
、

奥
州
街
道
御
宿
場
印
帳
の

販
売
も
開
始
し
ま
し
た
。

　

御
宿
場
印
を
集
め
て
、奥

州
街
道
の
旅
の
思
い
出
を

振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◆
奥
州
街
道
御
宿
場
印
・

　
奥
州
街
道
御
宿
場
印
帳

【
販
売
場
所
】

◎
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー（
う
つ
の
み
や
表

参
道
ス
ク
エ
ア
２
階
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分（
平
日
）

◎
宇
都
宮
市
観
光
案
内
所（
Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
駅
構
内
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
年

末
年
始
を
除
く
通
年
）

【
料
金
】

◎
御
宿
場
印　

　

各
宿
１
枚　

３
０
０
円

◎
御
宿
場
印
帳　

　

１
冊　

２
５
０
０
円

奥州街道御宿場印・奥州街道御宿場印帳 販売中！

奥州街道御宿場印・奥州街道御宿場印帳

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先
〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には
　使用しません。

1.
2.
3.
4.
5.
8.

10.
12.
14.
17.
19.
21.
23.
24.
25.

1.
4.
6.
7.
9.

11.
13.
15.
16.
18.
20.
22.
24.
25.
26.

貝を求めて砂浜を掘る
幸せを呼ぶというクローバー
勝利のサイン
映画祭で知られる、フランスの観光都市
人事異動で本社から支社へ
パトカーや救急車が鳴らす
モモンガは○○科の動物

『竹取物語』の主人公
和風オレンジ
福島県生まれの細菌学者、野口○○○
寄せ来る波が立てる音
生物工学＝○○○テクノロジー
立派な門構えの大きな家
トンボの幼虫
探して欲しくない欠点

端午の節句に、お風呂に入れる植物
「瓦割り」を披露する武道といえば
第１位が甲のとき、第２位は？
世界文化○○○に登録されている富士山
昭和の歌姫、美空○○○
ワンちゃん風の泳法
バイオレットはこの花の色
ダントツ！　○○を抜く強さ
四字熟語「○○曲直」

「ありがとう」の気持ち
芝居の出演者が舞台袖で待つ
飲食店で出てくるお水
縄文に続く時代
そんなの簡単、○○○○前だ！
災厄を除くために神社で行う儀式

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

サ
ク
ラ
モ
チ　

●	

以
下
の
解
答
フ
ォ
ー
ム
を
読
み
取
り
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
5
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

解答フォーム

※最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください。

　

5
月
11
日
か
ら
開
催

す
る「
春
の
ば
ら
園
ま
つ

り
」
は
、
約
6
0
0
種
、

7
0
0
0
株
の
バ
ラ
が

園
内
を
埋
め
尽
く
す
。

世
界
の
殿
堂
入
り
の
バ

ラ
を
全
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
バ
ラ
の

産
地
で
も
あ
る
前
橋
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ラ
も

ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

本
ま
つ
り
は
6
月
2
日

ま
で
。
日
没
か
ら
午
後

8
時
30
分
ま
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
予
定
、
入
園
料

無
料
。

約600種、7000株のバラが見どころ　
春のばら園まつり

水戸城の登城記念に
「御城印」を集めよう！

場　　所／ 敷島公園門倉テクノ ばら園（前橋市敷島町）
問合せ／ 前橋市公園管理事務所　☎027-225-2116
※最新情報は、主催者発表をご確認ください。

【販売場所】	
■（一社）水戸観光コンベンション協会　☎029-224-0441
水戸市三の丸1-5-38 県三の丸庁舎1階　営業時間／8:30〜17:15（土日祝休）
■水戸観光案内所　☎029-221-6456
水戸市宮町1-1-1 JR水戸駅改札口脇　営業時間／月〜木 9:00〜18:00、金〜日 9:00〜19:00
■北澤売店（要弘道館入館料）　☎029-231-2842
水戸市三の丸1-6-29　弘道館内　営業時間／10:00〜16:00（不定休）
※臨時休業・短縮営業等する場合がございますので、事前に電話にてご確認ください。

問合せ／	（一社）宇都宮観光コンベンション協会　☎028-678-8039

■
通
常
販
売
３
種（
通
常
版
、

大
手
門
復
元
記
念
版
、二
の

丸
角
櫓
復
元
記
念
版
）：
１

枚　

３
０
０
円（
税
込
）

■
箔
押
し
文
字
バ
ー
ジ
ョ
ン

（
大
手
門
復
元
記
念
版
）：

１
枚　

５
０
０
円（
税
込
）

　

全
国
各
地
の
城
郭
で

発
行
さ
れ
て
い
る「
御ご

城
じ
ょ
う

印い
ん

」。近
年
、お
城
巡
り
の

ブ
ー
ム
の
中
で
人
気
を
博

し
て
お
り
、お
城
の
〝
登

城
〟
記
念
と
し
て
、御
城

印
を
集
め
て
い
る
方
も
多

い
は
ず
。

　

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い

る
通
常
の「
大
手
門
復
元

記
念
版
」の
箔
押
し
文
字

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
好
評
発
売

中
で
す
。き
ら
め
く
箔
押

し
が
か
っ
こ
よ
さ
を
引
き

立
た
せ
る
御
城
印
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

公式サイト

「奥州街道御宿場印帳」
販売開始のお知らせ

奥州街道御宿場印

奥州街道御宿場印帳

春のばら園まつり

クロスワードを解き、Ａ～Ｅでできる言葉を答えてください

パズル制作 ： スカイネットコーポレーション

企画展「とちぎ江戸絵画（アート）の底力 珠玉の上野記念館コレクション」
第Ⅰ期 6月2日（日）まで   第Ⅱ期 6月8日（土）〜 7月15日（日）
　宇都宮市の住宅街に佇む上野記念館は、学校法人宇都宮学園の創立者・上野安
紹氏（1886 ～ 1930）の遺徳を偲び昭和51年(1976)に創設された私立博物館
です。同館は栃木県指定文化財を含む2000点あまりを所蔵し、その中でも栃木
県の江戸絵画史を通覧できるコレクションには注目すべきものがあります。たとえ
ば、本県出身の幕府御用絵師・狩野梅春貞信（梅渓賢直）、画人の小泉斐や高久靄厓、
靄厓の師・谷文晁、画才に優れた宇都宮藩主・扇田忠翰の作品などがあげられます。

（後略）（当館チラシより）
一般＝260円／大・高生＝120円　中学生以下無料

企画展「イヴ・ネッツハマー  ささめく葉は空気の言問」
5月12日（日）まで
　スイス現代美術を代表する映像インスタレーション作家、イヴ・ネッツハマー（1970
～）による、日本で最初の個展。デジタル・アニメーションの虚空間と奇妙なオブジェ
を掛け合わせ、土地の記憶の深層に潜行して起源の謎を照らし出すネッツハマーが、
大谷という巨大な地下空洞を宿す街、宇都宮と出会う。（当館ホームーページより）

一般＝1000円／大・高生＝800円　中・小生＝600円

企画展「高橋由一から黒田清輝へ一明治洋画壇の世代交代劇－」
6月16日（日）まで
　明治初期の洋画壇を切り開き「近代洋画の父」とも呼ばれる高橋由一は明治27
年に没しました。その前年、フランスに学んだ黒田清輝が帰国し、「外光派」を日
本にもたらしました。日本の洋画界に大きな影響を与えたふたりは、ちょうど入れ
替わるように交代劇を演じたのです。
　本展では、明治初期に来日した外国人画家
に油絵を学んだ由一の世代と、欧米に留学し
本場で油絵を学んだ黒田の世代の相違を比
較しながら、明治洋画壇で起きていた世代交
代劇を検証します。（同館ホームページより）

一般＝1200円／大・高生＝600円
中学生以下無料

※最新情報は各施設にお問い合わせください。

栃木県立博物館　☎028-634-1311� 栃木県立美術館　☎028-621-3566

宇都宮美術館　☎028-643-0100�



（
税
込
）

5

10
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http
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w
w

.u-cci.or.jp

アクサ生命保険株式会社　宇都宮支社　宇都宮営業所　
〒���-����　栃木県宇都宮市中央�-�-�　栃木県産業会館�F　 TEL ���-���-���� 


